

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































フェミ ニ ズ ム
性運動ができること──男女共同参
画社会基本法と DV防止法を中心に」角田由紀子（イン
タビュー・構成　大橋由香子）『インパクション』131
号、特集「男女共同参画の死角と誤算」
20） 同書、14頁
21） 大沢真理『男女共同参画社会を作る』2002年、日本
放送出版協会、45‒46頁
22） 『東海地区「男女共同参画をすすめる相談事業」研究
会３周年記念誌』事務局　名古屋男女平等参画推進セン
ター「つながれっと NAGOYA相談室」、2012年８月
23） 同書、34‒39頁
24） 同書「トピック」、40‒41頁
25） 2012年１月24日、福島県における相談員インタビュー
では、原発事故に伴う問題や不安や危機感が引き起こす
夫婦（男女）間の差異などが相談に持ち込まれている。
しかしそのような不安は地域社会では逆に抑え込まれ、
批判されるために一層苦しい状況にあるという。原発問
題を持ち出すことが、地域社会からの排除にもなりかね
ないという。
26） 成定洋子、同書、45頁
27） 「上野千鶴子のズバリインタビュー・相談事業こそ、
女性の問題の『現
フィールド
場』である！」『女性施設ジャーナ
ル』４号、学陽書房、118‒148頁
28） 兼松佐知子には『閉じられた履歴書』（朝日新聞社）
や『街を浮遊する少女たちへ──新宿で〈待つ〉〈聴く〉
を続けて五〇年』（岩波書店）等の著書がある。また土
井良多江子は「女性相談の実践を語る──名古屋市男女
平等参画推進センター相談員とともに」、注3）、52‒88
頁
29） 須藤八千代「相談の女性学」、注3）、８頁
30） 多くの相談室は、これまでの行政窓口スタイルではな
く内装や設備が整えられ、相談者の自己尊重観を引き出
すような配慮された場所である。また電話相談から面接
相談、専門相談とシステムを持つ相談という特徴があ
る。
31） 『男女共同参画の推進体制の強化について～「名古屋
市男女共同参画推進センター（仮称）」～の設置に向け
ての提言』（1999年７月、名古屋市男女共同参画懇話会）
では、「相談事業では、問題解決の糸口として、フェミ
ニスト・カウンセリングを実施する必要がある」と書い
ている。21頁
32） 2000年（平成13年）、筆者はこの相談事業のあり方研
究会の座長を務め、『21世紀型の新しい相談をめざして』
（総合相談のあり方研究会・名古屋市男女平等参画推進
室委託）まとめた。
33） 名古屋市に並ぶ大都市は、早い時期に婦人相談員を設
置している。横浜市は昭和36年に３人の婦人相談員を
置いた。名古屋市の婦人相談員設置にあたり座長として
報告書『相談事業における連携と協働のあり方～DV被
害者への自立支援の観点から～研究会報告』（2004年）
をまとめた。
34） 須藤八千代「『女性福祉』論とフェミニズム理論──
社会福祉の対象論を手がかりに」『社会福祉研究』第12
巻、愛知県立大学教育福祉学部社会福祉学科、2010年
35） 原田杏子『専門職としての相談援助活動』、2009年、
東京大学出版会
36） 注3）、16頁
37） 注3）、17頁
38） 景山ゆみ子「女性センターにおける総合相談の取り組
み」、注3）
39） 大橋謙策他『相談援助の基盤と専門職』、2010年、ミ
ネルヴァ書房、14‒21頁
40） 景山ゆみ子、注3）、157頁
41） 景山は「DV相談の技法の要素」としてこの３つをあ
げている。注3）、152‒154頁
42） 以下全て2012年２月15日、インタビューデータ
43） 景山ゆみこ、注3）、157頁
